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当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／海外／その他資産 

信 託 期 間 と 

クローズド期間 

信託期間は2013年12月16日から2023年12月20

日までです。クローズド期間はありません。 

運 用 方 針 投資信託財産の成長を目指して運用を行います。 

主要運用対象 

「コデイス・セキュリティーズ・エス・エイ」

が発行する米ドル建て債券（「パフォーマン

ス連動債」）を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 

外貨建資産（外国通貨表示の有価証券、預金

その他の資産をいいます。）への投資割合に

ついては制限を設けません。 

株式への投資割合は、取得時において、投資

信託財産の純資産総額の10％以下とします。 

分 配 方 針 

原則として、毎決算時に分配を行います。分

配対象額の範囲は、経費控除後の繰越分を含

めた利子・配当収入および売買益（評価益を

含みます。）等の全額とします。収益分配金

額は、委託者が基準価額水準等を勘案して決

定します。ただし、必ず分配を行うものでは

ありません。収益分配にあてず投資信託財産

内に留保した利益の運用については特に制限

を設けず、委託者の判断に基づき、運用の基

本方針に基づき運用を行います。 

 

 

米国エネルギー・ハイインカム・ファンド 
愛称：エネハイ 

 

運用報告書(全体版) 

第36期《決算日 2022年11月21日》 

第37期《決算日 2023年２月20日》 
 
 
 

平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上

げます。 

さて、「米国エネルギー・ハイインカム・

ファンド」は、2022年11月21日に第36期の

決算を、2023年２月20日に第37期の決算を

行いましたので、期中の運用状況につきご

報告申し上げます。 

今後とも一層のご愛顧を賜りますようお願

い申し上げます。 

 

満期償還のお知らせ 

 

運用開始以来、長らくご愛顧頂きましたが、

当ファンドは2023年12月20日で約10年に

わたる信託期間を満了し、満期償還を迎え

ます。 
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■最近５作成期の運用実績 

決  算  期 
基準価額 
（分配落） 

 
債券組入 
比  率 

債券先物 
比  率 

純資産 
総 額 

税込み 
分配金 

期 中 
騰落率 

  円 円 ％ ％ ％ 百万円 

第15作成期 
28期(2020年11月20日) 1,313 35 2.7 99.3 － 546 

29期(2021年２月22日) 1,526 37 19.0 99.6 － 642 

第16作成期 
30期(2021年５月20日) 1,942 46 30.3 97.6 － 840 

31期(2021年８月20日) 1,765 51 △  6.5 97.4 － 772 

第17作成期 
32期(2021年11月22日) 2,007 56 16.9 98.7 － 876 

33期(2022年２月21日) 2,149 57 9.9 94.9 － 886 

第18作成期 
34期(2022年５月20日) 2,426 69 16.1 97.3 － 812 

35期(2022年８月22日) 2,700 73 14.3 98.2 － 831 

第19作成期 
36期(2022年11月21日) 2,825 69 7.2 96.8 － 822 

37期(2023年２月20日) 2,774 69 0.6 95.2 － 741 

（注１） 基準価額の騰落率は分配金込み。 
（注２） 債券先物比率は買建比率－売建比率。 
（注３） 当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を定めておりません。以下同じ。 

 
 
 
■当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決算期 年 月 日 基準価額 
 債  券 

組入比率 
債  券 
先物比率 騰 落 率 

第36期 

(期   首) 円 ％ ％ ％ 
2022年８月22日 2,700 － 98.2 － 

８月末 2,790 3.3 98.8 － 

９月末 2,670 △  1.1 97.5 － 

10月末 3,028 12.1 99.7 － 

(期   末)     
2022年11月21日 2,894 7.2 96.8 － 

第37期 

(期   首)     
2022年11月21日 2,825 － 96.8 － 

11月末 2,809 △  0.6 95.8 － 

12月末 2,587 △  8.4 97.2 － 

2023年１月末 2,754 △  2.5 96.0 － 

(期   末)     
2023年２月20日 2,843 0.6 95.2 － 

（注１） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 
（注２） 債券先物比率は買建比率－売建比率。 
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■当作成期の運用経過（2022年８月23日から2023年２月20日まで） 

《基準価額の推移》 

  

 
 

第36期首 2,700円 

第37期末 2,774円 

既払分配金 138円 

騰落率 

（分配金再投資ベース） 
7.9％ 

 

 

 
※ 分配金再投資基準価額は、第 36 期首の基準価額をもとに委託会社で指数化したものを使用しております。 
※ 分配金再投資基準価額は、収益分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマ

ンスを示すものです。 
※ 分配金を再投資するかどうかについてはお客様が利用するコースにより異なり、また、ファンドの購入価額により課税条件も異なりますので、

お客様の損益の状況を示すものではありません。 
※ 当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を定めておりません。 

 

◇基準価額の主な変動要因 

上昇要因： 

・主要中央銀行による利上げペース減速への期待を受けて、相対的に高利回りな資産として MLP が引き続き投

資家の高い関心を集めたことや、欧州の天然ガス供給不安、石油輸出国機構（OPEC）プラスの減産方針維持、

中国での経済活動再開などにより世界的なエネルギー需給がひっ迫するとの見方が高まったことなどを背景

に、SGI PGS Top20 MLP 指数（米ドル・ベース）が上昇したこと。 

・為替（日本円／米ドル）が円安に振れたこと。 

 

下落要因： 

・主要中央銀行による金融引締めが長期化し世界景気が減速することでエネルギー需要が停滞するとの懸念、

また、中国経済回復の遅れや原油相場の軟調などを背景に MLP 指数が下落したこと。 

・為替（日本円／米ドル）が円高に振れたこと。 
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《投資環境について》 

当期間の金融市場は、米連邦準備制度理事会（FRB）をはじめとする主要中央銀行による金融政策の行方に市
場参加者の思惑が左右される不安定な展開となりました。こうしたなか当期間の MLP 指数は前期に引き続き上昇
し、また他の高利回り資産に対しても相対的に良好なパフォーマンスを維持しました。 

当期間は、インフレ率の高止まりや堅調な雇用統計などを受けて主要中央銀行による金融引締めが長期化し世
界経済が減速することでエネルギー需要が停滞するとの懸念が高まったこと、中国のゼロコロナ政策による都市
封鎖や同政策の大幅緩和による感染急拡大などを背景に同国の経済活動が停滞しエネルギー需要の回復に遅れを
来していること、また当期間の原油相場が景気減速懸念などを受けて軟調に推移したことなどが同指数への重し
となりました。 

その一方で、インフレ鈍化や景気減速懸念を受けた各国・地域の金融当局による利上げペース減速や早期利上
げ停止への期待の高まり、エネルギー政策が争点となった米中間選挙で、共和党が上下両院で過半数を確保する
ことへの期待、欧州の天然ガス供給不安などを背景とした米国の液化天然ガス（LNG）輸出拡大への期待などが
当期間のMLP指数の上昇を後押ししました。また、OPECプラスの減産方針を巡る原油需給ひっ迫観測、中国でゼ
ロコロナ政策が実質的に解除され経済活動が再開したことによるエネルギー需要回復への期待なども同指数への
支援材料となり、当期間にMLP指数は上昇しました。 
 
《ポートフォリオについて》 

当初の運用方針に基づき、当作成期間中、パフォーマンス連動債の組入れを高位に保つ運用を行いました。ま
た、当初の運用方針どおり、保有する外貨建資産に対しての為替ヘッジは行いませんでした。 
 
《ベンチマークとの差異について》 

当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を定めておりません。 
 
《収益分配金について》 

収益分配金につきましては、各期中の配当等収益および基準価額水準等を勘案した結果、配当等収益を中心に、
第36期につきましては１万口当たり69円（税引前）、第37期につきましては１万口当たり69円（税引前）といたし
ました。なお、収益分配にあてず投資信託財産内に留保した利益につきましては、元本と同一の運用を行います。 
 

分配原資の内訳 

（単位：円・％、１万口当たり、税引前）

項     目 

第36期 第37期 

自 2022年８月23日 
至 2022年11月21日 

自 2022年11月22日 
至 2023年２月20日 

当期分配金 69 69 

(対基準価額比率) 2.384 2.427 

 当期の収益 69 69 

 当期の収益以外 － － 

翌期繰越分配対象額 259 262 

（注１） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 
（注２） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 
《今後の運用方針》 

今後も当初の運用方針に基づき、原則としてパフォーマンス連動債への投資比率を高位に維持することにより、
当初目標の投資成果を獲得することを目的とした運用を行います。 
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■１万口当たりの費用明細 

項   目 

作成期間(第36期～第37期) 

(2022年８月23日～2023年２月20日) 項 目 の 概 要 

金額 比率 

(a) 信 託 報 酬 17円 0.617％ (a)信託報酬＝作成期間の平均基準価額×信託報酬率 

作成期間の平均基準価額（月末値の平均値）は2,773円です。 

 (投 信 会 社) (6) (0.206) ・委託した資金の運用の対価 
 (販 売 会 社) (11) (0.384) ・交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後

の情報提供等の対価 
 (受 託 会 社) (1) (0.027) ・運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

(b) そ の 他 費 用 2 0.070 (b)その他費用＝作成期間のその他費用÷作成期間の平均受益権口数 

 (保 管 費 用) (0) (0.010) ・保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び

資金の送金・資産の移転等に要する費用 
 (監 査 費 用) (0) (0.005) ・監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 
 (印    刷 ) (2) (0.055) ・印刷費用は、有価証券報告書、運用報告書等の法定書類に係る費用 
 (そ  の 他) (0) (0.000) ・その他は、合同金信手数料 

合計 19 0.687  

（注１） 作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した
結果です。 

（注２） 消費税は報告日の税率を採用しています。 
（注３） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
（注４） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごと

に小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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（参考情報） 

■総経費率 

 

当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取

引税を除く。）を作成期中の平均受益権口数に作成期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除した総経費

率（年率）は1.37％です。 

 

 

 

 
 

 
（注１） 上記の費用は、「１万口当たりの費用明細」において用いた簡便法により算出したものです。 
（注２） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 
（注３） 各比率は、年率換算した値です。 
（注４） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 

 

  

運用管理費用（受託会社） 

0.05％ 

運用管理費用（投信会社） 

0.41％ 

総経費率 

1.37％ 

その他費用 

0.14％ 

運用管理費用（販売会社） 

0.77％ 
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■期中の売買及び取引の状況（2022年８月23日から2023年２月20日まで） 

公社債 

第 36 期 ～ 第 37 期 

 買 付 額 売 付 額 

外
国 ルクセンブルグ 社債券（投資法人債券を含む） 

千米ドル 千米ドル 

456 1,398 

（注１） 金額は受渡し代金。（経過利子分は含まれておりません。） 
（注２） 単位未満は切捨て。 
（注３） 社債券には新株予約権付社債（転換社債）は含まれておりません。 
 
 
■主要な売買銘柄（2022年８月23日から2023年２月20日まで） 

公社債 

第 36 期 ～ 第 37 期 
買       付 売       付 

銘       柄 金  額 銘       柄 金  額 
 千円  千円 
CODEIS NOTES SGI PGS 2(ルクセンブルグ) 65,903 CODEIS NOTES SGI PGS 2(ルクセンブルグ) 195,047 

（注１） 金額は受渡し代金。（経過利子分は含まれておりません。） 
（注２） 国内の現先取引によるものは含まれておりません。 
 
 
■利害関係人との取引状況等（2022年８月23日から2023年２月20日まで） 

(1) 期中の利害関係人との取引状況 

第 36 期 ～ 第 37 期 

区  分 
買付額等 

A 

  

売付額等 
C 

  

う ち 利 害 
関係人との 
取引状況B 

Ｂ

Ａ 

う ち 利 害 
関係人との 
取引状況D 

Ｄ

Ｃ 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
公 社 債 65 65 100.0 195 195 100.0 

為 替 直 物 取 引 44 － － 218 － － 

（注１） 公社債には現先などによるものを含みません。 
（注２） 利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当作成期における当ファンドに係る

利害関係人は、ソシエテ・ジェネラルです。 
（注３） 金額の単位未満は切捨て。 

 

(2) 期中の売買委託手数料総額に対する利害関係人への支払比率 

項      目 第 36 期 ～ 第 37 期 

売 買 委 託 手 数 料 総 額（A） －千円 

う ち 利 害 関 係 人 へ の 支 払 額（ B） －千円 

（B）／（A） －％ 

（注１） 利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当作成期における当ファンドに係る
利害関係人は、ソシエテ・ジェネラルです。 

（注２） 金額の単位未満は切捨て。 
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■組入資産の明細（2023年２月20日現在） 

公社債 

(A) 債券種類別開示 

外国（外貨建）公社債 

区  分 

当 作 成 期 末 （第 37 期） 

額 面 金 額 
評  価  額 

組入比率 
うちBB格以下 

組 入 比 率 

残存期間別組入比率 

外貨建金額 邦貨換算金額 ５年以上 ２年以上 ２年未満 

 千米ドル 千米ドル 千円 ％ ％ ％ ％ ％ 

ルクセンブルグ 7,000 5,249 705,768 95.2 － － － 95.2 

合  計 7,000 5,249 705,768 95.2 － － － 95.2 

（注１）邦貨換算金額は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 
（注２）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。 
（注３）単位未満は切捨て。 
（注４）－印は組み入れなし。 
（注５）評価については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。 

 

(B) 個別銘柄開示 

外国（外貨建）公社債銘柄別 

区  分 

当 作 成 期 末 （第 37 期） 

種  類 銘    柄    名 利 率 額面金額 
評  価  額 

償還年月日 
外貨建金額 邦貨換算金額 

   ％ 千米ドル 千米ドル 千円  

ルクセンブルグ 
普 通 社 債 券 

（含む投資法人債券） 
CODEIS NOTES SGI PGS 2 － 7,000 5,249 705,768 2023/12/12 

合計 － － － － － 705,768 － 

（注１） 邦貨換算金額は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 
（注２） 額面・評価額の単位未満は切捨て。 

 
 

■投資信託財産の構成 （2023年２月20日現在） 

項             目 
当 作 成 期 末 （第 37 期） 

評   価   額 比       率 
 千円 ％ 
公 社 債 705,768 92.1 
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 60,634 7.9 
投 資 信 託 財 産 総 額 766,402 100.0 

（注１） 金額の単位未満は切捨て。 
（注２） 当作成期末における外貨建て純資産（706,183千円）の投資信託財産総額（766,402千円）に対する比率は92.1％です。 
（注３） 外貨建て資産は、当作成期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、当作成期末における邦貨

換算レートは、１ドル＝134.45円です。 
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■資産、負債、元本及び基準価額の状況 
 

 (2022年11月21日) (2023年２月20日)現在 

項      目 第 36 期 末 第 37 期 末 

(A) 資 産 866,933,772円 766,402,257円 

 コール・ローン等 70,193,347 59,929,485 

 公 社 債 (評価額) 796,262,280 705,768,385 

 そ の 他 未 収 収 益 478,145 704,387 

(B) 負 債 44,406,386 25,158,740 

 未 払 収 益 分 配 金 20,088,949 18,435,979 

 未 払 解 約 金 21,494,965 4,164,336 

 未 払 信 託 報 酬 2,570,953 2,329,872 

 未 払 利 息 198 163 

 そ の 他 未 払 費 用 251,321 228,390 

(C) 純 資 産 総 額 (Ａ－Ｂ) 822,527,386 741,243,517 

 元 本 2,911,441,910 2,671,881,023 

 次 期 繰 越 損 益 金 △2,088,914,524 △1,930,637,506 

(D) 受 益 権 総 口 数 2,911,441,910口 2,671,881,023口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 2,825円 2,774円 

＜注記事項＞ 
（注１） 当作成期首元本額 3,080,425,337円 

当作成期中追加設定元本額 1,160,466,703円 
当作成期中一部解約元本額 1,569,011,017円 

（注２） 元本の欠損 
当期末において貸借対照表上の純資産額が元本総額を下回っ
ており、その差額は1,930,637,506円です。 

■損益の状況 
第36期（自2022年８月23日 至2022年11月21日）
第37期（自2022年11月22日 至2023年２月20日）

項      目 第  36  期 第  37  期 

(A) 配 当 等 収 益 21,505,262円 21,264,976円 
 受 取 利 息 22,083,847 21,919,684 
 そ の 他 収 益 金 △ 566,515 △ 673,112 
 支 払 利 息 △ 12,070 18,404 

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 25,642,205 △ 11,967,652 
 売 買 益 29,412,387 18,578,523 
 売 買 損 △ 3,770,182 △ 30,546,175 

(C) 信 託 報 酬 等 △ 2,857,057 △ 2,603,971 
(D) 当期損益金 (Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 44,290,410 6,693,353 
(E) 前 期 繰 越 損 益 金 △ 153,258,867 △ 106,632,616 
(F) 追 加 信 託 差 損 益 金 △ 1,959,857,118 △ 1,812,262,264 
 ( 配 当 等 相 当 額 ) ( 74,990,430) ( 69,414,961) 
 ( 売買損益相当額 ) (△ 2,034,847,548) (△ 1,881,677,225) 

(G) 計 (Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △ 2,068,825,575 △ 1,912,201,527 
(H) 収 益 分 配 金 △ 20,088,949 △ 18,435,979 
 次期繰越損益金 (Ｇ＋Ｈ) △ 2,088,914,524 △ 1,930,637,506 
 追加信託差損益金 △ 1,959,857,118 △ 1,812,262,264 
 ( 配 当 等 相 当 額 ) ( 74,990,430) ( 69,414,961) 
 ( 売買損益相当額 ) (△ 2,034,847,548) (△ 1,881,677,225) 
 分 配 準 備 積 立 金 458,023 699,062 
 繰 越 損 益 金 △ 129,515,429 △ 119,074,304 

（注１） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えに
よるものを含みます。 

（注２） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費
税等相当額を含めて表示しています。 

（注３） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の
追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差
額分をいいます。 

（注４） 第36期計算期間末における費用控除後の配当等収益
（20,202,158円）、費用控除後の有価証券等損益額（０円）、
信託約款に規定する収益調整金（74,990,430円）および分配
準備積立金（344,814円）より分配対象収益は95,537,402円
（10,000口当たり328円）であり、うち20,088,949円（10,000口
当たり69円）を分配金額としております。 

（注５） 第37期計算期間末における費用控除後の配当等収益
（18,661,005円）、費用控除後の有価証券等損益額（０円）、
信託約款に規定する収益調整金（69,414,961円）および分配
準備積立金（474,036円）より分配対象収益は88,550,002円
（10,000口当たり331円）であり、うち18,435,979円（10,000口
当たり69円）を分配金額としております。 
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【分配金のお知らせ】 

決算期 第36期 第37期 

１万口当たり分配金 

（税引前） 
69円 69円 

◇分配金の課税上の取扱いについて 
・ 分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金（特

別分配金）」に分かれます。 
・ 分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を下回る場合には、下

回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 
・ 元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額が、

その後の個々の受益者の個別元本となります。 
・ 個人の受益者が支払いを受ける収益分配金のうち普通分配金については配当所得として課税され、20.315％（所得税15％、復興特別所得税

0.315％、地方税5％）の税率で源泉徴収（申告不要）されます。確定申告を行い、申告分離課税・総合課税を選択することもできます。 

 
※法人の受益者に対する課税は、上記と異なります。 
※少額投資非課税制度「NISA（ニーサ）」をご利用の場合、非課税となります。 
※税法が改正された場合等は、上記内容が変更になることがあります。 
※課税上の取扱いの詳細については、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。 

 

 

【お知らせ】 

◇満期償還のお知らせ 

運用開始以来、長らくご愛顧いただきましたが、当ファンドは 2023 年 12 月 20 日で約 10 年にわたる信託期間を

満了し、満期償還を迎えます。 

 

 

 




